
会
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
北
垣
先
生
が
口
語

体
に
訳
さ
れ
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
先
生
著
『
新
島
襄
の
生

涯
』
を
校
友
会
か
ら
出
版
す
る
事
に
携
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
時
に
本
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
十
四
点
の
挿
し
絵

よ
、

一
般
的
に
「
銅
版
画
L
 
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
よ
く
眺
め
て
見
る
と
、
銅
版
画
で
は
な
く
、

木
版
画
で
あ
る
こ
と
に
気
が
附
い
た
。
こ
の
版
画
は
、

当
時
仏
蘭
西
に
行
き
そ
の
技
術
を
会
得
し
て
帰
っ
て

来
た
、
合
田
清
(
後
に
東
京
芸
大
の
教
授
と
な
る
)

の
指
導
に
ょ
っ
て
製
作
さ
れ
た
「
西
洋
木
版
画
L
 
で

あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

普
通
木
版
画
と
言
え
ば
「
板
目
木
版
L
 
の
こ
と
で

板
目
木
版
と
は
、
板
に
し
た
板
木
に
下
絵
を
張
っ
て

彫
る
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
洋
木
版
画
(
木

口
本
版
)
は
木
を
輪
切
り
に
し
て
木
の
横
断
面
の
芯

の
部
分
に
彫
刻
す
る
方
法
で
あ
る
。

板
目
木
版
よ
り
、
材
質
的
に
一
層
堅
い
の
で
陰
影

な
ど
を
作
る
に
は
適
し
て
い
る
。

挿
入
さ
れ
て
い
る
絵
は
こ
の
西
洋
木
版
に
ょ
っ
て

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
九
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
多
少
、
浮
世
絵
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

「
余
徳
L
 
か
と
思
っ
て
感
謝
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
元
本
傑
務
部
長
)

0

同
志
社
の
今
出
川
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
か
ら
出
士
し
た

考
古
資
券
う
ち
、
も
っ
と
も
古
い
士
器
が
こ
こ

に
示
し
た
縄
文
士
器
の
破
片
で
あ
る
。

女
子
大
学
の
ゼ
ー
ム
ズ
館
前
の
地
点
に
、
半
地

下
式
の
図
譜
館
を
廸
築
す
る
に
先
立
っ
て
発
掘
調

査
を
し
た
際
に
、
出
ナ
し
た
資
料
で
あ
る
。
す
で

に
撹
乱
し
て
い
た
士
坑
巾
や
、
砂
礫
層
中
か
ら
発

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
(
⑳
)
鈴
木
重
治

5

'
、

、
'
'
闇

兄
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
土
器
片
は
、
六
片
が
確
認
さ

れ
た
が
、
す
べ
て
が
接
合
し
た
為
、
伺
一
個
体
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
器
面
の
磨
滅
が

い
ち
じ
る
し
く
、
文
様
構
成
は
不
明
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
部
分
的
に
特
徴
的
な
文
様
を
う
か
が
う

こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

語
の
右
側
の
破
片
は
、
外
面
の
中
央
部
に
縦

位
置
に
三
条
の
縄
文
寵
め
る
資
料
で
、
縄
文
自

体
は
粗
い
単
節
で
左
下
り
が
確
認
で
き
る
。
裏
面

は
横
走
す
る
擦
痕
が
残
り
、
接
合
後
の
観
察
か
ら

頚
部
か
ら
胴
部
に
か
か
る
部
分
の
破
片
で
あ
る
こ

と
稔
め
ら
れ
た
。
左
側
の
破
片
は
、
上
端
部
が

丸
味
を
も
っ
た
口
縁
部
に
当
り
、
器
面
に
残
る
文

様
は
、
頚
部
に
寄
っ
た
左
下
の
部
分
に
の
み
、
一

条
の
縄
文
を
腎
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
縄
文
も
、

粗
い
単
節
の
縄
文
で
充
下
り
に
施
文
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
共
通
の
方
法
に
ょ
っ
て
同
一
の
施

文
具
で
文
様
が
っ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
砂
粒

を
含
ん
だ
胎
士
は
、
灰
褐
色
を
呈
し
て
い
て
、
京

都
盆
地
出
士
の
縄
文
土
器
に
よ
く
み
ら
れ
る
素
地

を
一
不
し
て
い
る
。

北
白
川
遺
跡
、
一
乗
寺
遺
跡
、
上
加
茂
遺
跡
な

ど
の
京
都
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
遺
跡
か
ら
の
出

士
資
料
と
と
も
に
、
縄
文
時
代
の
生
き
証
人
で
も

あ
る
同
'
社
人
学
校
地
学
術
朋
査
委
R
会
糊
査
主
任
)
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